
校長よりメッセージ『竜北生、Ｇｏ‼』（竜北生の皆さん・保護者の皆様へ 54） 

２４６名の巣立ち－眩いほど輝いて－ 

 

 竜北中学校「第４９回卒業式」を終えました。３年間の想いが溢れた素敵な式となりま

した。素晴らしい姿を見せてくれた３年生の皆さん、最後までカッコよかったです。 

 さて、校長の目線から卒業式を振り返ってみたいと思います。 

① 卒業証書授与……竜北３年生一人一人の目を見つめながら、卒業証書を手渡しました。これは校長だけの特

権です。「おめでとう」と私が差し出した証書を、「爽やかな笑顔」「小さな頷き」「ありがとうございます」

を添えて、丁寧に受け取ることができました。私はまっすぐな視線に圧倒され、心の籠った返事と所作に

感動しました。皆さんの顔を目に焼き付けましたよ！ 

② 校長式辞……これも校長だけの特権なのです。ただ、３年生の皆さんには伝えたい

ことがあり過ぎて、短時間にまとめるのは難し過ぎますね。少なくとも３０分は

必要です。３年生と一緒にできる最後の「竜北生、Ｇｏ‼」は嬉しかったです。壇

上からは、涙をぬぐったり、鼻をすすったりしながら聴いてくれる３年生の様子

が目に入り、私ももらい泣きしそうでした。いや、しました。 

③ 『正解』……迫力の歌声に圧倒されました。「あぁ 答えがある問いばかりを教わってきたよ。だけど明日か

らは、僕だけの正解をいざ探しにゆくんだ。また逢う日まで」竜北３年生の皆さんは、すでに中学３年間

における「正解」を見つけましたね。「仲間を信じること」「自分の気持ちに素直になること」「嫌な事でも

まっすぐに取り組むこと」など……。人生の「正解」も、どこかに必ずあります。長い人生ですから、ゆ

っくりと探してみましょうか。答え合わせの時に、私はもういないけれど。 

④ 『校歌』……校歌を大切に歌えるかどうかは、その学校の様子を知るための私の指標の一つです。皆さんの

最後の校歌には、心も体も震えました。私の華奢な体が、寒さに震えたのではありません。歌声と気迫に

震えたのです。竜北３年生の底力を知りました。 

⑤ 最後の写真タイム……多くの竜北３年生が声を掛けてくれて、一緒に写真に写りました。とても嬉しく思い

ます。今回に限り、モデル料は無料にしておきますね。本来は超高額ですよ。夜、写真を見ながら幸せな

時間に浸ろうとしましたが、私のカメラには何も映っていませんでした。そうです、竜北３年生の皆さん

のケータイに保存されているのですね。動画、静止画、「Ｐｌｅａｓｅ ｇｉｖｅ ｍｅ！」 

校長式辞の中で、私から竜北３年生へ、たった二つの最後のお願いをしました。 

一つめ。新しい道でも、自分の「よさ」を生かし、「得意なこと」を磨いてくだ

さい。苦手なことを克服する努力も大切ですが、私ならば、まずは得意なことを

一つ、ぴかぴかに磨き上げます。全てのことを器用にこなす必要はありません。

得意なことを生かし、自分らしく未来への道を歩んでほしいと願っています。 

二つめ。壁にぶつかったら、一度立ち止まってみてください。ソフトテニス界

に、「空は高い」という名言があります。迷ったとき、上手くいかないときは、視

点を変えて、高く球を打ち上げるのです。心と時間にゆとりができ、新たな可能

性が開けるはずです。広い視野をもち、しなやかに生きてほしいと願っています。 

 自分の「よさ」を生かし、時には立ち止まりながらゆっくりと、人としての「輝き」を

磨いてくださいね、「宝石」を目指して。２４６名の卒業生に幸あれ、「竜北生、Ｇｏ‼」 

 

 

 

 

 

 

気迫の歌声と溢れる涙に、３年間の想いが込められた卒業式でした。学校の教育活動は、

全て保護者の皆様のお力添えがあってこそ推進することができます。これまでの皆様の

ご理解・ご協力に、心より感謝いたします。今後も竜北中を見守ってくだされば幸いです。 

 

（令和８年３月１０日） 

校長 尾﨑 淳一 


